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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
２
０
１

３
年
の
門
出
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
正
月
と
言
え
ば
初
詣
。
ど
こ
の
神
社
も
「
景
気
低
迷
」

「
閉
塞
感
」
な
ど
の
世
相
を
反
映
し
て
「
今
年
こ
そ
は
…
」
と

願
う
人
々
で
い
っ
ぱ
い
。
こ
こ
久
喜
市
吉
羽
天
神
社
で
は
新
年

を
迎
え
た
零
時
を
過
ぎ
る
と
善
男
善
女
が
続
々
と
参
拝
に
訪

れ
、
神
殿
の
前
で
二
拝
二
拍
手
一
拝
を
し
て
「
家
内
安
全
」

「
無
病
息
災
」
「
商
売
繁
盛
」
な
ど
を
祈
願
し
た
あ
と
同
神
社

藤
沼
宮
司
な
ど
か
ら
お
祓
い
を
受
け
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
「
食
」
の
現
状
だ
が
、
お
寒
い
状
況
が
依
然
と
し

て
続
く
。
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
担
い
手
の
平
均
年
齢
は
２

０
１
０
年
が
66
・
１
歳
だ
っ
た
が
２
０
３
０
年
に
は
71
・
７
歳

に
な
る
と
予
測
。
販
売
農
家
の
戸
数
も
２
０
１
０
年
１
６
３
万

戸
が
20
年
後
に
は
64
％
減
の
58
万
戸
に
減
少
す
る
と
見
込
む
。

こ
れ
は
農
業
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
と
後
継
者
を
欠
く
こ
と
が
最

大
の
原
因
で
実
に
水
田
の
40
％
が
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い

る
。
農
業
純
産
出
額
も
１
９
８
４
年
の
11
・
７
兆
円
が
２
０
１

０
年
に
は
30
％
減
の
８
兆
円
に
な
っ
た
。

　
た
だ
日
本
の
農
業
の
将
来
が
全
く
暗
い
か
と
言
え
ば
そ
う
で

も
な
い
。
東
日
本
大
震
災
後
と
く
に
そ
う
だ
が
人
間
と
は
何

か
、
食
と
は
何
か
、
そ
の
生
き
方
や
価
値
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た

っ
て
き
た
た
め
だ
。
食
の
安
全
を
求
め
て
都
市
近
郊
で
は
高
く

て
も
良
質
な
農
産
物
を
食
べ
よ
う
と
特
定
農
家
と
契
約
す
る
動

き
や
、
農
村
に
行
っ
て
人
間
ら
し
さ
を
味
わ
お
う
と
い
う
人
た

ち
が
出
て
き
た
。
ま
た
農
業
で
日
本
再
生
さ
せ
よ
う
と
新
規
参

入
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
も
目
立
ち
始
め
た
。

　
埼
玉
県
加
須
市
で
農
業
生
産
法
人
を
立
ち
上
げ
た
㈱
誠
農
社

も
そ
の
ひ
と
つ
。
代
表
の
藤
田
誠
二
氏
は
今
年
の
抱
負
と
し
て

「
昨
年
に
引
き
続
き
漢
方
農
法
を
活
用
し
た
コ
メ
作
り
や
田
植

え
、
稲
刈
り
な
ど
の
体
験
企
画
を
開
催
す
る
ほ
か
、
農
へ
の
新

た
な
挑
戦
と
し
て
休
耕
地
を
使
っ
て
身
体
に
い
い
イ
チ
ジ
ク
栽

培
に
挑
戦
し
た
い
」
と
語
る
。

初
詣久喜・吉

羽
天
神
社

賀正
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「
旧
暦
は
季
節
を
感
じ
る
道

し
る
べ
。
日
本
人
は
季
節
の
変

化
に
は
敏
感
。
そ
れ
に
適
し
た

の
が
旧
暦
で
す
」
と
今
か
ら
26

年
前
の
１
９
８
７
年
に
旧
暦

（
太
陰
太
陽
暦
）カ
レ
ン
ダ
ー
を

１
１
５
年
ぶ
り
に
我
が
国
で
復

活
、
販
売
し
た
社
団
法
人
大
阪

南
太
平
洋
協
会
理
事
長
の
松
村

賢
治
さ
ん
は
常
々
「
二
十
四
節

気
が
旧
暦
の
日
付
の
ど
こ
に
く

る
か
で
そ
の
年
の
傾
向
は
分
か

る
」
と
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
新
年
早
々
の
こ
の
シ

リ
ー
ズ
で
は
松
村
さ
ん
制
作
の

「
２
０
１
３
年
版
旧
暦
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
そ
の
こ
と
を
検
証
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
元
旦
に
な
る
と

「
新
春
を
祝
う
」
と
表
現
し
ま

す
が
、
こ
れ
も
旧
暦
と
関
係
が

あ
り
ま
す
。
旧
暦
の
四
季
の
区

切
り
は
春
が
１
～
３
月
。
夏
が

４
～
６
月
。
秋
が
７
～
９
月
。

冬
が
10
～
12
月
」。
で
す
か
ら

年
賀
状
で
も
春
に
な
っ
て
い
な

い
の
に
「
新
春
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
」
と
書
い
て
い
る
の

で
す
。
脱
線
は
こ
こ
ま
で
に
し

て
、
二
十
四
節
気
が
旧
暦
の
ど

こ
に
来
て
い
る
か
を
カ
レ
ン
ダ

ー
で
調
べ
る
と
、
今
年
は
…
。

　
こ
れ
を
見
る
限
り
、
昨
年
は

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
立
春
が
旧

暦
で
は
１
月
13
日
だ
っ
た
も
の

が
今
年
は
前
年
12
月
24
日
と
、

半
月
近
く
も
早
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
桜
の
開
花
は
逆
に
昨

年
よ
り
遅
く
な
り
そ
う
と
い
え

る
の
で
す
。

　
ま
た
旧
暦
博
士
の
松
村
賢
治

さ
ん
は
、
本
年
２
０
１
３
年
を

評
し
て
「
旧
暦
に
は
２
～
３
年

に
１
回
独
特
の
閏
月
が
入
る
が

２
０
１
３
年
は
そ
れ
も
な
い
年

で
す
。
久
し
ぶ
り
に
天
候
順
調

で
四
季
ら
し
い
四
季
が
来
る
と

思
う
」
「
今
年
の
春
は
新
暦
の

２
月
10
日
か
ら
５
月
９
日
頃
ま

で
、
夏
は
５
月
10
日
か
ら
８
月

６
日
、
秋
は
８
月
７
日
か
ら
11

月
２
日
、
冬
は
11
月
３
日
か
ら

来
年
１
月
30
日
で
推
移
す
る
と

思
う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
旧
暦
（
太
陰
太
陽
暦
）
は
月

の
1
年
を
太
陽
年
３
６
５
日
に

あ
わ
せ
る
た
め
、
19
年
に
７
回

同
名
月
を
加
え
、
１
年
を
13
カ

月
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
挿
入
月
を
「
閏
月
」
と
称

し
て
お
り
、
２
～
３
年
ご
と
に

１
年
が
13
カ
月
に
な
る
「
閏

年
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の

関
係
で
２
０
１
２
年
は
閏
3
月

が
入
り
１
年
は
３
８
４
日
で
し

た
。
し
か
し
今
年
２
０
１
３
年

は
閏
月
も
な
く
３
５
５
日
で

す
。
ま
た
そ
の
年
の
季
節
変
化

を
表
す
言
葉
と
し
て
松
村
さ
ん

は
昨
年
は
春
は
早
い
が
季
節
の

変
化
は
遅
れ
気
味
の
「
天
行
緩

行
」
で
し
た
が
、
今
年
は
季
節

の
進
み
は
穏
や
か
の
意
味
の

「
季
節
穏
風
」
と
し
ま
し
た
。

（
取
材
協
力
・
資
料
提
供
＝
社

団
法
人
大
阪
南
太
平
洋
協
会
理

事
長
・
松
村
賢
治
氏
）

今
年
は
昨
年
よ
り
季
節
が
穏
や
か
に
進
む

久
喜
・
折
原
貞
夫
さ
ん
（
64
）

　
「
一
生
の
仕
事
を
見
出
し
た
人

は
幸
せ
で
あ
る
。
彼
に
は
も
う
他

の
幸
福
を
探
さ
せ
る
必
要
は
な

い
」
。
こ
う
語
っ
た
の
は
イ
ギ
リ

ス
の
思
想
家
の
カ
ー
ラ
イ
ル
だ
が
、
定
年
後
も
教
員
と
お
百

姓
さ
ん
の
二
足
の
わ
ら
じ
生
活
を
楽
し
む
久
喜
市
吉
羽
在
住

の
折
原
貞
夫
さ
ん
は
稀
な
る
半
農
半
Ｘ
の
実
践
者
だ
。

　
折
原
家
は
代
々
農
家
だ
が
自
身
は
大
学
院
卒
業
後
、
東
京

都
内
の
公
立
高
校
の
教
師
と
な
っ
た
。
し
か
し
身
体
に
は
脈

々
と
１
０
０
年
は
優
に
超
え
る
農
家
の
血
が
流
れ
て
い
る
だ

け
に
60
の
定
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
学
校
は
週
に
２
～
３

日
、
あ
と
は
農
業
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
先
生
と
お
百
姓
さ
ん
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
い

う
。
そ
れ
は
根
気
と
丁
寧
さ
だ
。
教
員
は
根
気
よ
く
丁
寧
に

教
え
れ
ば
子
ど
も
た
ち
は
著
し
く
成
長
す
る
。
農
業
も
根
気

強
く
丁
寧
に
手
入
れ
な
ど
を
怠
ら
ね
ば
必
ず
見
返
り
が
得
ら

れ
る
と
語
る
。
耕
作
面
積
は
１
町
５
反
（
約
１
万
５
千

㎡
）
。
コ
メ
と
野
菜
を
作
る
。
「
こ
れ
で
家
族
４
人
分
の
食

料
は
基
本
的
に
は
ほ
と
ん
ど
賄
え
る
」
と

ニ
ッ
コ
リ
。
し
か
も
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
の
野
菜
類
は
近
所
の
農
協
に
出
荷
す
る

こ
と
で
毎
月
そ
れ
な
り
の
収
入
が
得
ら
れ

る
と
い
う
か
ら
一
石
二
鳥
だ
。

　
今
年
の
抱
負
を
尋
ね
る
と
「
耕
作
面
積

の
規
模
拡
大
」
と
話
す
。
今
春
に
は
二
足

の
わ
ら
じ
生
活
が
１
本
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
か
で
「
そ
う
し
た
ら
フ
ル
回
転
で

農
業
一
本
に
集
中
で
き
る
」
と
新
生
活
に

期
待
を
か
け
る
。

“半農半Ｘ”
豊かに生きよう

　
Ｊ
Ｒ
・
東
武
線
久
喜
駅
東
口
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
都
市
計
画
道
路
「
東
停

車
場
線
」
と
「
平
沼
和
戸
線
」
の
整
備
促
進
が
急
務
だ
と
し
て
東
地
区
の
住
民
有
志
が
３

月
議
会
に
請
願
を
提
出
す
る
こ
と
で
準
備
に
入
っ
た
。

地
区
活
性
化
に
は
道
路
整
備
急
務

久
喜
東
口

住
民
有
志 

３
月
議
会
に
請
願
書
提
出
へ

　
請
願
書
に
よ
る
と
、
久
喜
市

内
の
幹
線
道
路
網
は
南
北
に

「
さ
い
た
ま
栗
橋
線
」
と
「
御

成
街
道
」
が
あ
り
、
東
西
に

「
久
喜
幸
手
線
」
と
「
春
日
部

菖
蒲
線
」
が
あ
る
だ
け
。

　
こ
の
た
め
「
久
喜
幸
手
線
」

は
中
央
４
丁
目
地
区
に
あ
る
大

型
ス
ー
パ
ー
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
の
影
響
で
渋
滞
が
日
常
茶
飯

事
。
ま
た
「
春
日
部
菖
蒲
線
」

は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
・
東
武
伊
勢
崎

線
の
踏
切
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
始
終
渋
滞
し
て
い
た
が
、

こ
の
解
消
に
向
け
埼
玉
県
が
06

年
か
ら
11
年
に
か
け
て
85
億
円

の
巨
費
を
投
じ
て
通
称
四
軒
通

り
地
区
に
陸
橋
を
建
設
し
た
結

果
、
渋
滞
は
一
時
解
消
し
た
。

し
か
し
昨
年
11
月
24
日
に
久
本

寺
地
区
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
「
Ａ
ｒ
ｉ
ｏ
鷲
宮
店
」

が
開
店
し
た
た
め
、
再
度
渋
滞

が
発
生
し
出
し
た
と
語
る
。

　
こ
う
い
っ
た
現
状
の
中
、
２

年
後
の
平
成
27
年
に
は
幸
手
～

東
松
山
か
ら
ま
で
を
結
ぶ
圏
央

道
が
開
通
予
定
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、

「
春
日
部
菖
蒲
線
や
久
喜
幸
手

線
な
ど
の
幹
線
道
路
の
交
通
量

の
増
大
は
必
至
。
し
か
し
そ
の

受
け
皿
に
な
る
べ
き
現
状
久
喜

東
地
域
の
交
通
網
は
貧
弱
す
ぎ

て
、
と
て
も
処
理
で
き
る
状
態

で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

　
そ
こ
で
東
地
区
内
の
都
市
計

画
道
路
「
東
停
車
場
線
」
（
幅

員
20
ｍ
）
と
「
平
沼
和
戸
線
」

（
幅
員
16
ｍ
）
の
速
や
か
な
整

備
が
渋
滞
解
消
策
の
特
効
薬
に

な
る
と
し
て
市
議
会
議
長
に
請

願
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た

も
の
。

　
東
口
地
区
の
住
民
有
志
は

「
こ
の
都
市
計
画
道
路
が
整
備

さ
れ
れ
ば
交
通
渋
滞
の
解
消
に

と
ど
ま
ら
ず
、
東
口
で
と
く
に

開
発
基
盤
整
備
が
遅
れ
た
吉
羽

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
光
明
が

差
し
な
ど
地
元
商
業
の
振
興
発

展
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
」
と

し
て
い
る
。

新
聞
協
会
の
イ
ベ
ン
ト

﹁
農
時
新
聞
﹂
も
展
示

﹁
本
多
静
六
記
念
館
﹂誕
生

久
喜
市 

４
月
に
菖
蒲
総
合
支
所
内
に

　
久
喜
市
は
「
埼
玉
県
の
偉

人
」
と
言
わ
れ
る
日
本
最
初
の

林
学
博
士
・
本
多
静
六
氏
の
業

績
な
ど
を
展
示
紹
介
す
る
「
本

多
静
六
記
念
館
」
を
来
年
４
月

に
も
菖
蒲
総
合
支
所
内
に
開
設

す
る
こ
と
で
準
備
を
開
始
し

た
。

　
本
多
博
士
は
、
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
て
日
比
谷
公
園
を
始

め
、
北
海
道
の
大
沼
国
定
公

園
、
会
津
の
鶴
ヶ
城
公
園
、
水

戸
の
偕
楽
園
、
大
阪
の
箕
面
公

園
、
広
島
の
宮
島
公
園
、
九
州

の
霧
島
公
園
な
ど
の
設
計
に
携

わ
っ
た
こ
と
か
ら
「
日
本
の
公

園
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
文
学
の
塙
保
己
一

氏
、
医
学
の
荻
野
吟
子
氏
と
と

も
に
埼
玉
県
の
偉
人
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
市
で
は
博
士
の
業
績
、
人
柄

を
広
く
市
民
、
県
民
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
今
か
ら
12
年
前

の
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
４

月
に
菖
蒲
文
化
会
館
の
２
階
に

「
本
多
静
六
記
念
室
」
を
設
け

て
い
る
が
、
約
20
㎡
と
手
狭
な

こ
と
や
今
年
が
博
士
没
後
60
年

と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
こ

と
か
ら
文
化
会
館
か
ら
の
移
転

を
決
め
た
も
の
。

　
市
の
企
画
政
策
課
政
策
係
に

よ
る
と
、
「
菖
蒲
総
合
支
所
内

出
会
い
フ
ェ
ア
」
に
県
内
50
業

者
の
一
つ
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー

さ
れ
た
も
の
。
当
日
は
「
埼
玉

県
民
の
日
」
で
公
立
学
校
は
休

校
と
あ
っ
て
会
場
は
黒
山
の
人

で
主
催
者
の
発
表
で
は
約
１
万

６
０
０
０
人
が
来
場
。

　
誠
農
社
で
は
５
㎏
５
０
０
０

円
の
「
漢
方
農
法
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
を
特
別
価
格
４
０
０
０
円

で
販
売
し
た
ほ
か
、
炊
き
立
て

の
新
米
を
来
場
者
に
試
食
と
し

て
進
呈
。「
漢
方
薬
で
作
っ
た
お

米
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
が
な
か

っ
た
が
、
で
も
本
当
に
お
い
し

い
」
「
こ
ん
な
に
味
の
い
い
甘

み
が
あ
る
お
米
を
食
べ
た
の
は

初
め
て
」
と
上
々
の
評
判
。
持

参
し
た
お
米
１
升
は
フ
ェ
ア
終

了
の
２
時
間
前
の
午
後
３
時
ご

ろ
に
は
な
く
な
る
ほ
ど
の
人
気

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
漢
方
米
に
関
す
る
情
報

はhttp://www.seinousha.
com

/

を
参
照
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
。

に
設
け
る
本
多
静
六
記
念
館
は

来
年
４
月
ご
ろ
に
な
る
。
広
さ

も
現
行
の
10
倍
の
約
２
０
０
㎡

に
し
た
い
。
入
場
も
現
行
同
様

無
料
に
す
る
」
と
話
し
て
い

る
。

　
Ｉ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
新
聞
の

方
向
性
を
示
す
日
本
新
聞
協
会

主
催
の
「
新
聞
制
作
技
術
展
」

が
昨
年
11
月
、
東
京
有
明
の
ビ

ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、
新

型
デ
ジ
タ
ル
高
速
輪
転
機
を
使

っ
て
読
売
、
日
経
、
ウ
オ
ー
ル

ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど

名
だ
た
る
新
聞
と
と
も
に
弊
紙

「
農
時
新
聞
」
も
印
刷
、
展
示

さ
れ
た
。

　
先
端
の
新
聞
制
作
を

一
同
に
集
め
て
展
示
す

る
新
聞
技
術
界
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
は
３
年
ぶ
り

21
回
目
。
出
展
社
数
は

過
去
最
多
の
60
社
・
団

体
。
今
回
の
統
一
テ
ー

マ
は
「
読
む
　
見
る
　

つ
た
え
る
　
今
新
し
い

新
聞
技
術
」
。
「
農
時

新
聞
」
が
印
刷
さ
れ
た

ブ
ー
ス
は
輪
転
機
メ
ー
カ
ー
の

大
手
東
京
機
械
製
作
所
。
デ
ジ

タ
ル
化
時
代
を
迎
え
、
同
社
で

は
１
台
の
輪
転
機
で
違
う
新
聞

の
連
続
印
刷
を
可
能
に
し
、
刷

版
の
必
要
性
を
な
く
す
技
術
を

開
発
。
イ
ベ
ン
ト
２
日
間
に
訪

れ
た
約
1
万
３
０
０
０
人
の
来

場
者
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
い
新
し
い
新
聞
印
刷
の

一
端
を
披
露
し
た
。

﹁おいしい！甘い！﹂

埼玉フェスタで上々の評判

季節 24節気 新暦 旧暦

春

立春 2月 4日 前年12月24日
雨水 2月18日 1月 9日
啓蟄 3月 5日 1月24日
春分 3月20日 2月 9日
清明 4月 5日 2月25日
穀雨 4月20日 3月11日

夏

立夏 5月 5日 3月26日
小満 5月21日 4月12日
芒種 6月 5日 4月27日
夏至 6月21日 5月13日
小暑 7月 7日 5月29日
大暑 7月23日 6月16日

秋

立秋 8月 7日 7月 1日
処暑 8月23日 7月17日
白露 9月 7日 8月 3日
秋分 9月23日 8月19日
寒露 10月 8日 9月 4日
霜降 10月23日 9月19日

冬

立冬 11月 7日 10月 5日
小雪 11月22日 10月20日
大雪 12月 7日 11月 5日
冬至 12月22日 11月20日
小寒 翌年1月 5日 12月 5日
大寒 翌年1月20日 12月20日



農 時 新 聞農 時 新 聞（3） ２０１3年（平成２5年）1月１0日
　
「
書
道
は
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
の

結
果
が
で
る
。
す
ぐ
に
結
果
を
求
め

る
今
の
時
代
の
中
で
コ
ツ
コ
ツ
と
努

力
す
る
こ
と
の
大
事
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
―
―
蓮
田
市
東
で
書
道

教
室
を
開
設
す
る
師
範
・
藤
沼
玉
蓮

さ
ん
は
こ
う
力
説
す
る
。

け
う
ま
い
字
が
書
け
る
」
と
の
思
い

を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
。
生
徒
さ
ん

所
有
の
筆
を
使
っ
て
題
材
の
お
手
本

を
書
く
こ
と
で
、
同
一
条
件
、
同
一

道
具
で
も
努
力
す
れ
ば
上
達
す
る
道

が
あ
る
こ
と
の
本
質
を
生
徒
に
無
意

識
に
教
え
る
。

　
こ
う
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
教
え
方

が
受
け
て
い
る
の
か
、
蓮
田
東
で
毎

週
月
・
木
・
金
・
土
・
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
る
稽
古
日
は
い
ず
れ
も
盛

況
。
30
年
間
で
の
生
徒
数
の
ピ
ー
ク

は
70
人
台
と
か
だ
が
現
在
も
56
名
と

減
少
幅
は
少
な
い
。
同
書
道
教
室
は

蓮
田
東
の
自
宅
以
外
に
モ
ラ
ー
ジ
ュ

菖
蒲
で
も
毎
月
第
２
火
曜
日
午
後
行

わ
れ
て
い
る
。
月
謝
は
蓮
田
東
教
室

は
一
般
部
５
０
０
０
円
・
教
本
代
５

０
０
円
、
学
生
部
４
０
０
０
円
・
教

本
代
５
０
０
円
。

■
　
藤
沼
先
生
か
ら
書
道
を
習
い
た

い
方
は
電
話
（
０
４
８
―
７
６
８
―

４
１
２
３
）
で
詳
細
を
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

腕
前
を
見
込
ま
れ
て
２
０
１
１
年
３

・
11
ま
で
の
４
年
間
は
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
の

人
気
生
番
組
タ
モ
リ
の
「
笑
っ
て
い

い
と
も
」
の
川
柳
コ
ー
ナ
ー
に
毎
週

１
回
裏
方
と
し
て
協
力
、
数
人
の
タ

レ
ン
ト
が
即
興
で
作
る
川
柳
を
舞
台

裏
手
で
待
機
し
素
早
く
短
冊
な
ど
に

書
く
の
が
藤
沼
さ
ん
の
仕
事
。
年
末

に
教
室
を
取
材
し
て
い
る
時
も
フ
ジ

Ｔ
Ｖ
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

が
、
大
震
災
後
は
新
宿
の
ス
タ
ジ
オ

ま
で
の
時
間
な
ど
を
考
慮
し
て
今
は

本
業
の
神
主
宮
司
と
書
道
に
専
念
し

て
い
る
。

　
そ
の
書
道
だ
が
、
藤
沼
玉
蓮
書
道

教
室
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
あ
の
朱

色
の
筆
で
お
手
本
を
書
か
な
い
こ

と
。
そ
の
心
を
聞
く
と
「
先
生
が
持

っ
て
い
る
筆
は
上
等
だ
か
ら
あ
れ
だ

た
ち
の
声
と
「
子
ど
も
に
習
字
を
習

わ
せ
た
い
」
と
の
親
御
さ
ん
か
ら
の

希
望
で
、
そ
れ
以
降
は
大
人
も
子
ど

も
も
参
加
で
き
る
教
室
に
な
っ
た
。

　
50
代
の
藤
沼
さ
ん
の
本
職
は
神

主
、
宮
司
さ
ん
。
久
喜
市
吉
羽
地
区

に
あ
る
「
吉
羽
神
社
」
を
先
祖
代
々

守
っ
て
い
る
。
そ
こ
の
14
代
目
。
た

だ
吉
羽
は
小
さ
な
神
社
な
だ
け
に
神

事
は
年
６
回
ほ
ど
し
か
な
い
と
か
で

普
段
は
越
谷
市
の
久
伊
豆
神
社
で
祝

詞
な
ど
を
あ
げ
る
。

　
神
社
と
書
道
は
お
札
書
き
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
切
っ
て
も
切
れ

な
い
仲
。
聚
玉
会
書
道
師
範
審
査
委

員
を
務
め
る
玉
蓮
さ
ん
の
筆
致
は
ベ

テ
ラ
ン
生
徒
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と

「
堂
々
と
し
て
い
て
し
か
も
凛
。
魅

せ
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
語
る
。
そ
の

　
書
道
教
室
を
開
設
し
た
の
は
今
か

ら
30
年
前
の
こ
と
。
最
初
の
10
年
近

く
は
書
道
の
道
を
究
め
る
師
範
の
人

た
ち
の
養
成
所
と
し
て
位
置
付
け
て

き
た
が
、
稽
古
場
が
小
学
校
の
通
学

路
に
面
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

「
習
字
を
習
い
た
い
」と
い
う
子
ど
も

久
喜
・
加
須
サ
ー
ク
ル
の
輪

書
道
教
養
塾

Ｔ
Ｖ
で
も
活
躍
し
た
女
流
書
道
家

失
わ
れ
た
日
本
の
心
を
教
え
る

「
円
空
仏
」講
演
会

参
加
者
を
募
集
中

　
東
京
国
立
博
物
館
で
は
同
館

平
成
館
大
講
堂
で
３
月
９
日
に

円
空
仏
の
記
念
講
演
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
参
加

希
望
者
を
往
復
は
が
き
で
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
飛
騨
人
と
円
空
の
祈
り
」
と

題
し
て
千
光
寺
住
職
・
大
下
大

圓
さ
ん
が
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
ま
で
講
演
し
ま
す
。
定
員

３
８
０
名
。
事
前
申
込
制
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
聴

講
無
料
。
参
加
希
望
者
は
往
復

は
が
き
の
「
往
信
用
裏
面
」
に

〒
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
を
、

「
返
信
用
表
面
」
に
〒
、
住
所
、

氏
名
を
明
記
の
う
え
、
〒
１
０

１
―
８
３
２
５
（
住
所
不
要
）

読
売
新
聞
東
京
本
社
文
化
事
業

部
「
飛
騨
の
円
空
」
係
へ
２
月

６
日
ま
で
に
郵
送
の
こ
と
。
な

お
、
「
円
空
仏
」
の
詳
細
は
４

面
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
「
漢
方
薬
で
作
っ
た
お
米
だ

よ
」
「
無
農
薬
の
お
米
だ
よ
」

「
埼
玉
一
高
い
お
米
だ
よ
」

「
さ
ぁ
食
べ
て
み
て
！
」
―
―

新
米
を
収
穫
し
た
農
業
生
産
法

人
誠
農
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
昨
年

11
月
14
日
大
宮
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
で
開
か
れ
た
食
べ
物
フ
ェ

ア
で
行
き
交
う
お
客
さ
ん
に
連

呼
、
連
呼
…
。

　
武
蔵
野
銀
行
と
財
団
法
人
埼

玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
が
主

催
し
た
「
埼
玉
発
美
味
い
も
の

出
会
い
フ
ェ
ア
」
に
県
内
50
業

者
の
一
つ
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー

さ
れ
た
も
の
。
当
日
は
「
埼
玉

県
民
の
日
」
で
公
立
学
校
は
休

校
と
あ
っ
て
会
場
は
黒
山
の
人

で
主
催
者
の
発
表
で
は
約
１
万

６
０
０
０
人
が
来
場
。

　
誠
農
社
で
は
５
㎏
５
０
０
０

円
の
「
漢
方
農
法
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
を
特
別
価
格
４
０
０
０
円

で
販
売
し
た
ほ
か
、
炊
き
立
て

の
新
米
を
来
場
者
に
試
食
と
し

て
進
呈
。「
漢
方
薬
で
作
っ
た
お

米
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
が
な
か

っ
た
が
、
で
も
本
当
に
お
い
し

い
」
「
こ
ん
な
に
味
の
い
い
甘

み
が
あ
る
お
米
を
食
べ
た
の
は

初
め
て
」
と
上
々
の
評
判
。
持

参
し
た
お
米
１
升
は
フ
ェ
ア
終

了
の
２
時
間
前
の
午
後
３
時
ご

ろ
に
は
な
く
な
る
ほ
ど
の
人
気

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
漢
方
米
に
関
す
る
情
報

はhttp://www.seinousha.
com

/

を
参
照
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
。

　
Ｉ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
新
聞
の

方
向
性
を
示
す
日
本
新
聞
協
会

主
催
の
「
新
聞
制
作
技
術
展
」

が
昨
年
11
月
、
東
京
有
明
の
ビ

ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、
新

型
デ
ジ
タ
ル
高
速
輪
転
機
を
使

っ
て
読
売
、
日
経
、
ウ
オ
ー
ル

ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど

名
だ
た
る
新
聞
と
と
も
に
弊
紙

「
農
時
新
聞
」
も
印
刷
、
展
示

さ
れ
た
。

　
先
端
の
新
聞
制
作
を

一
同
に
集
め
て
展
示
す

る
新
聞
技
術
界
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
は
３
年
ぶ
り

21
回
目
。
出
展
社
数
は

過
去
最
多
の
60
社
・
団

体
。
今
回
の
統
一
テ
ー

マ
は
「
読
む
　
見
る
　

つ
た
え
る
　
今
新
し
い

新
聞
技
術
」
。
「
農
時

新
聞
」
が
印
刷
さ
れ
た

ブ
ー
ス
は
輪
転
機
メ
ー
カ
ー
の

大
手
東
京
機
械
製
作
所
。
デ
ジ

タ
ル
化
時
代
を
迎
え
、
同
社
で

は
１
台
の
輪
転
機
で
違
う
新
聞

の
連
続
印
刷
を
可
能
に
し
、
刷

版
の
必
要
性
を
な
く
す
技
術
を

開
発
。
イ
ベ
ン
ト
２
日
間
に
訪

れ
た
約
1
万
３
０
０
０
人
の
来

場
者
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
い
新
し
い
新
聞
印
刷
の

一
端
を
披
露
し
た
。

総
選
挙
投
票
率

久
喜
・
加
須
は

　
政
権
継
続
か
交
代
か
が
最

大
の
争
点
と
な
っ
た
第
46
回

総
選
挙
。
総
務
省
に
よ
る
と

投
票
率
は
民
主
党
が
政
権
を

奪
取
し
た
09
年
の
69
・
28
％

よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
り

戦
後
最
低
の
59
・
32
％
（
小

選
挙
区
）
で
し
た
。
低
調
の

背
景
に
は
「
民
主
に
は
政
権

を
任
せ
ら
れ
な
い
。
さ
り
と

て
自
民
に
も
票
を
入
れ
た
く

な
い
し
、
乱
立
し
た
第
三
極

は
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
の

有
権
者
心
理
が
働
い
た
よ
う

で
約
４
割
が
棄
権
。

　
で
は
久
喜
、
加
須
は
ど
う

だ
っ
た
か
。
両
選
挙
管
理
委

員
会
に
取
材
し
て
み
る
と
、

久
喜
は
57
・
17
％
（
前
回
は

68
・
47
％
）
、
加
須
は
55
・

66
％
（
前
回
は
61
・
76
％
）

で
し
た
。
こ
の
数
字
は
埼
玉

県
全
体
の
57
・
40
％
よ
り
久

喜
、
加
須
と
も
下
回
っ
て
い

た
。

﹁おいしい！甘い！﹂
新米　漢方農法米コシヒカリ

埼玉フェスタで上々の評判

　お正月恒例の「福袋」商戦が２
日から各デパートで盛大に行われ
たが、髙島屋のキーワードは「あ
なたの夢、かなえます！」。その
夢の中に農業生産法人誠農社が埼
玉県加須市に所有する田んぼが入
り、「おいしいお米を自分の手で
収穫しよう！マイ米稲作体験夢袋
（5万円相当が特価2万130円）」
として首都圏９店舗合計30名限
定で一斉に販売された。
　自然に親しんでもらい、ものづ
くりを楽しんでいただきたいとの
コンセプトで商品企画。１アール相当の田んぼのオーナーになり、５月下旬に始まる
田植えから収穫時期の９月下旬まで、田植えと稲刈りの体験に田んぼの随時見学、そ
れに収穫したお米の自宅までの直送と精米機が付く。しかもコメ作りの指導は農薬の
代わりに漢方生薬を使う農法によって「米・食味分析鑑定コンクール」で平成16年か
ら５年連続金賞に輝いたコメ作りの名人・古川勝幸さんが当たるという豪華版。横浜
店では８階特設会場に応募用紙と投函箱が置かれた。来場者は「子どもに体験させた
い。当たって欲しい」などと語りながら応募用紙を投函していた。

髙島屋の福袋に﹁田植え稲刈り体験﹂
あなたの夢をかなえます
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今
年
の
十
二
支
十
干
は

「
癸
巳
」
、
訓
読
み
で
は

「
み
ず
の
と
み
」
、
音
読
み

で
は
「
き
し
」
で
す
。
文
献

に
よ
り
ま
す
と
「
癸
」
は
物

事
を
図
る
意
で
、
測
る
に
は

標
準
原
則
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
「
の
り
」

「
み
ち
」
の
意
味
に
な
り
、

癸
は
物
事
の
筋
道
を
立
て
る

こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
季
節
で
言
え
ば
、
冬
枯
れ

で
、
草
木
は
凋
落
し
、
見
通

し
が
立
ち
や
す
い
の
で
、
手

扁
を
つ
け
て
、
揆
る
（
は
か

る
）
の
意
味
に
も
用
い
、
揆

度
、
揆
測
の
熟
語
や
、
農
民

が
結
束
し
て
起
こ
す
暴
動

「
百
姓
一
揆
」
に
も
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
当
の
意
味

は
、
心
を
一
に
し
て
結
束
す

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
巳

は
、
蛇
が
地
中
よ
り
這
い
出

す
形
で
、
「
物
は
必
ず
起
き

る
な
り
」
と
言
っ
て
、
春
に

な
り
、
陽
気
が
盛
ん
に
な
る

と
啓
蟄
と
言
っ
て
地
中
に
冬

眠
し
て
い
た
動
物
が
外
に
出

て
き
て
、
そ
の
姿
を
象
っ
た

字
が
「
巳
」
で
あ
り
ま
す
。

　
60
年
前
の
昭
和
28
年
の

「
癸
巳
」
は
、
吉
田
茂
首
相

が
暴
言
「
馬
鹿
野
郎
」
で
国

会
が
紛
糾
し
、
懲
罰
動
議
が

可
決
さ
れ
、
衆
議
院
解
散
、

総
選
挙
、
第
五
次
吉
田
内
閣

誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
は
…
。
年
末

の
総
選
挙
で
民
主
党
か
ら
政

権
を
奪
還
し
た
自
民
・
安
倍

第
二
次
内
閣
は
デ
フ
レ
解

消
、
原
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
、
東
北
の
復
興
、
雇
用
、

高
齢
者
福
祉
、
沖
縄
基
地
問

題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
尖
閣
・
竹
島

問
題
な
ど
喫
緊
の
難
題
を
抱

え
な
が
ら
始
動
し
ま
す
。

　
も
し
か
し
た
ら
こ
う
い
っ

た
ツ
ケ
は
戦
後
民
主
主
義
の

悪
弊
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
悪
弊
を
一
掃
し
、

鬱
屈
沈
滞
し
た
空
気
を
う
ち

破
れ
る
よ
う
な
「
百
姓
一

揆
」
が
起
き
る
年
回
り
と
も

「
癸
巳
」
は
暗
示
し
て
い
ま

す
。
夏
の
参
議
院
選
挙
に
注

目
を
し
ま
し
ょ
う
。
（
徳
）

徳徳
さ
ん
の

“
癸
巳
”の
今
年
は
…

はがきに本紙への感想、印象
に残った記事、今後取り上げ

てほしいテーマと住所、氏名、年齢、電話番号を
明記のうえ、〒346－0016久喜市久喜東2－4－1
フジタビル内「農時新聞読者プレゼント円空係」
に1月31日までに郵送ください。希望者多数の場
合は抽選で当選者を決定。招待券の発送等をもっ
て発表に代えさせて頂きます。

■応募要領■

新鮮な野菜を毎日販売する　渡辺 好子さん（78）

　
久
喜
市
西
大
輪
の
一
角
に
あ

る
簡
素
な
無
人
野
菜
直
売
所
が

地
域
の
主
婦
ら
か
ら
人
気
を
集

め
て
い
る
。
運
営
し
て
い
る
の

は
こ
の
地
区
在
住
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
３
人
。
人
気
の
秘

密
な
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
野
菜
類
が

採
り
立
て
で
新
鮮
な
こ
と
、量
が
多
い
こ
と
、そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
袋
１
０
０
円
と
超
安
価
な
こ
と
。
口
コ

ミ
で
よ
さ
が
広
が
り
、毎
日
ほ
と
ん
ど
完
売
す
る
と
か
。

　
渡
辺
好
子
さ
ん
は
リ
ー
ダ
ー
格
的
な
存
在
。
10
年
前

の
平
成
15
年
、
「
家
で
野
菜
を
作
っ
て
も
食
べ
き
れ
な

い
。
か
と
い
っ
て
捨
て
ち
ゃ
う
の
も
も
っ
た
い
な

い
」
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
ご
近
所
の
仲
間
に
話
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
直
売
所
構
想
が
浮
上
。
毎
朝
野
菜
を

置
く
ス
タ
ン
ド
は
息
子
さ
ん
が
母
の
た
め
に
自
宅
農
地

の
一
角
に
手
作
り
し
て
く
れ
た
。

　
渡
辺
さ
ん
の
仲
間
は
当
初
は
２
人
、
そ
の
後
６
人
と

な
り
、
現
在
は
３
人
。
70
代
が
２
人
と
80
代
１
人
。
み

ん
な
家
族
の
た
め
に
野
菜
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
う
ま

い
の
は
当
た
り
前
で
、
味
、
品
質
は
折
り
紙
つ
き
だ
。

　
渡
辺
さ
ん
ら
は
雨
な
ど
に
な
ら
な
い
限
り
毎
日
、
朝

８
時
に
採
り
た
て
の
野
菜
な
ど
を
ス
タ
ン
ド
に
持
参
し

そ
の
数
を
記
帳
。
販
売
結
果
は
夕
方
に
渡
辺
さ
ん
が
集

約
、
月
末
に
各
自
売
上
げ
を
分
配
す
る
。
使
い
道
は

「
孫
に
く
れ
て
や
っ
た
り
、
美
容
院
に
行
っ
た
り
、
ち

ょ
っ
と
し
た
買
い
物
も
で
き
る
」と
渡
辺
さ
ん
は
嬉
し

そ
う
に
語
る
。

　
販
売
所
を
開
設
し
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
節
目
の
10

年
。
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
で
す
」
と
語
る
渡
辺
さ
ん

は
御
歳
78
だ
が
目
標
が
あ
る
高
齢
者
は
好
奇
心
も
旺
盛

だ
し
、
元
気
、
お
若
い
。
楽
し
み
な
一
つ
は
ス
タ
ン
ド

に
く
る
近
所
の
若
い
主
婦
ら
と
の
雑
談
。
「
野
菜
の
料

理
の
仕
方
を
教
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
若
い
方

か
ら
イ
チ
ジ
ク
で
ジ
ャ
ム
の
作
り
方
教
え
て

も
ら
っ
た
」
と
微
笑
む
。
直
売
所
は
地
域
交

流
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

　
木
を
切
り
、
断
ち
割
り
、
ノ

ミ
で
削
っ
た
円
空
の
作
っ
た
仏

像
、
通
称
「
円
空
仏
」
は
対
面

す
る
と
木
の
生
命
力
や
、
愛
着

が
感
じ
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
東
京
国
立
博
物
館
で
は

「
円
空
仏
の
寺
」
と
い
わ
れ
る

岐
阜
県
飛
騨
の
千
光
寺
に
あ
る

61
体
を
中
心
に
岐
阜
・
高
山
市

内
の
14
の
寺
社
が
所
蔵
す
る
１

０
０
体
の
円
空
仏
を
一
挙
に
公

開
す
る
特
別
展
「
飛
騨
の
円
空

―
千
光
寺
と
そ
の
周
辺
―
」
を

１
月
12
日
か
ら
４
月
７
日
ま
で

開
催
し
ま
す
。

　
円
空
仏
は
表
面
に
漆
や
色
を

塗
っ
て
い
な
い
の
が
特
徴
の
ひ

と
つ
。
ま
た
木
目
や
節
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
木
で
あ
る
こ
と

を
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
円
空
仏

は
日
本
各
地
に
５
０
０
０
体
以

上
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
岐
阜
県
内
に
は
そ
の

う
ち
の
１
５
０
０
体
が
あ
る
と

か
。

　
こ
の
特
別
展
で
は
飛
騨
の
伝

説
の
鬼
神
を
表
す
千
光
寺
所
蔵

の
「
両
面
宿
儺
坐
像
」
が
公
開

さ
れ
る
ほ
か
、
白
洲
正
子
著
の

「
十
一
面
観
音
巡
礼
」
で
美
し

い
と
記
さ
れ
た
「
三
十
三
観
音

立
像
」
も
出
展
、
ま
た「
千
手

観
音
菩
薩
立
像
」（
清
峰
寺
）

や
、「
柿
本
人
麿
坐
像
」（
東
山

神
明
神
社
）な
ど
、円
空
仏
の
中

で
も
屈
指
の
名
作
と
い
わ
れ
る

仏
像
が
一
堂
に
揃
い
ま
す
。
と

く
に
本
展
で
は
千
光
寺
で
７
年

に
一
度
し
か
公
開
さ
れ
な
い
秘

仏
「
歓
喜
天
立
像
」
が
特
別
に

開
帳
さ
れ
る
こ
と
か
ら
早
く
も

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
特
別
展
の
開
館
時
間
は

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
（
３
月
、
４
月
の
金
曜
日

は
午
後
８
時
ま
で
開
館
。
４
月

６
、
7
日
は
午
後
６
時
ま
で
。

入
館
は
開
館
の
30
分
前
ま

で
）
。
休
館
日
は
月
曜
日
（
た

だ
し
１
月
14
日
、
２
月
11
日
は

開
館
、
１
月
15
日
、
２
月
12
日

は
休
館
）

　
観
覧
料
は
当
日
一
般
９
０
０

円
、
大
学
生
７
０
０
円
、
高
校

両面宿儺とは『日本書記』
に登場する異形の飛騨の
怪物。一つの胴体の前後
に二つの顔、四本の手足
を持つと記されている。
円空作の両面宿儀像はこ
の一体だけである。

脇手を別材で作って貼り
付けており、丸彫りが多
い円空には珍しい像。頭
上に8面、脇手は左右各
20本（左手は6本消失）
を備え、前面に僧形像を
伴う。

風
雅
・
風
流
・
和
歌
列
歌

奥
　
眞
純
が
選
ぶ

（写真　奥眞純）

冬
の
雲
う
つ
む
き
歩
く
人
の
群
れ

�
　
東
久
留
米
市
　
謡
拙

12
月
見
上
げ
る
空
に
冬
の
雲
逝
く
友
想
う
夢
と
現
実

�
　
渋
谷
区
　
炎

木
枯
ら
し
の
先
に
よ
こ
た
う
冬
の
雲
の
ろ
し
に
な
っ
て
君
の
郷
ま

で�

文
京
区
　
緑
雨

入
り
陽
さ
す
嶺み

ね

に
た
な
び
く
冬
雲
は
哀
れ
を
か
わ
せ
人
知
ら
ず
し

て�

　
狭
山
市
　
蒼
風

冬
枯
れ
の
梢
に
芽
吹
き
を
誘
う
ご
と
陽
だ
ま
り
つ
く
り
つ
冬
の
雲

行
く�

港
区
　
焦
絞

次
号
の
お
題
は
「
水
温
む
」

生
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
は

無
料
。
本
紙
で
は
こ
の
特
別
展

に
読
者
の
皆
様
10
組
20
名
様
を

ご
招
待
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
別
項
応
募
要
領
に
沿
っ

て
奮
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

千手観音菩薩立像 両面宿儺坐像 １
月
12
日
～
４
月
７
日

東
京・国
立
博
物
館
開
催
の
特
別
展“
飛
驒
の
円
空
”

10
組
20
名
様
ご
招
待（
締
切
り
：
今
月
31
日
）

江戸時代・17世紀
総高86.9㎝　千光寺蔵

江戸時代・17世紀
総高114.3㎝　清峰寺蔵
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